
毎月5日と20日は
無火災推進日です

平成 27年 1月12日
左京消防団松ヶ崎分団

分団長芝山宗昭

消防分団は時代と共に変身 パパ改善して活動します！

左京消防団松ヶ崎分団 分団長

芝山宗昭

学区の皆様、明けましておめでとうこ‘ざいます。本年もどうぞ宜しくお願いいたします。さて、昭和23年に発足した松ヶ崎分団は今年で67年目

を迎えます。今年の消防報の末尾では、分団の歴史 ・退団者の功績に思いを巡らしました。この間、自然環境や社会組織は変化し、それに伴って消

防団へのニーズも、それに応えるべき団員（シーズ）も変化しました。消防団活動も前例に囚われずに合理化し、有効なものに集中する必要があり

ましょう。本稿では、分団の新しい活動を紹介し、皆様のご理解やこ‘助言を得たいと思います。

消防団の筆頭業務は、災害現場に駆けつけて行なう減災活動。それ以外に、災害予想現場での警備「警防」、防災器具普及・防災意識喚起「予防」、

団員能力開発のための教育 ・訓練「教育」、屯所管理 ・装置器材管理 ・厚生「総務」の四業務になります。生業をもつ市民が自由時間を持ち寄って

行なう活動であり、徒に多数回 ・多人数にならないように注意しながら、重点的な活動を心掛けています。

昨年に掲げた課題「大規模地震時の減災に役立つ消防分団作り」は下記のようにフォローしました。

・地震想定学区内被害調査訓練「新」：各種団体長 ・民生委員 ・老人福祉委員約40名を調査対象。対象者および団員を東北居住者と南西居者に 2分
して組合せ、調査隊の持つ無線第 1子機から分団器具庫内親機に向けて、「00さん宅倒壊。硯場に至る目印は xx。救援頼む。」と送信訓練を
2回実施。電波がエ繊大建物に遮られる区域に対しては、小学校3階に移設した第 2子機による中継が有効であることを確認。

• 小型動カポンプ利用消火訓練「強化」：従来は小学校運動場入Dでの取水、七面さんや運動場が放水対象であった。新たに、大黒天参道での取水、

妙円寺や白雲稲荷神社を放水対象に追加。4名編成複数チームが交互に、あるいはチーム内担当が入替っての放水で団員一人一人の技能を底上げ。
昨年8月15日深夜、松ヶ崎中町で前川が溢れ、旧街道の一部が冠水した。短時間 ・局所的な“集中豪雨”の加害要因と、林山の保水力や前川
の通水力（土砂堆積により低下？）などの耐性要因のバランス崩れと思われたので、「水災対応力向上」を重点課題に追加した。

• 4月、消防局より全団員分のライフジャッケトを受給。 6月、本団主催の土嚢積み ・ポンプによる排水 ・浮輪利用救助等の訓練に参加。
• 9 月、団員を 10 名弱の 2 組に分け、それぞれで「前川・ 平田川点検 ・ 一部泥上げ」および 「井出ケ鼻堰での排砂 • 土嚢作り ・ 土嚢積み • 安全ロ一

プ使用訓練」を自主的に実施。 以上

最後に団員状況（シーズ）を紹介します。現団員26名の中には会社定年後に入団した団員が4
名います。彼らは時間捻出を得意としますが、老化と苦闘中。その他団員の大多数は自営業や小

企業従業員で長時間勤務のため、出動時間捻出に苦労。団員はそれぞれに弱点を抱えていますが、

幸いにも、“多様な人材が組み合わさってこそ団が機能する"との共通認識が生まれています。

補足し合ってのi肖防団活動にはより、多くの団員が必要になります。学区内居住あるいは勤務
中の皆様の中で、 2時間程度を月 2回提供する志ある方、老若問わずの入団を熱烈歓迎いたします。

時代と共に変身 ・改善する活動に是非、ご参加ください。

団員闘雛中！

全国消防イメージキャラクター 「消太」／総務省消防庁

松ヶ崎消防分団後援会会長

三宅秀典

謹んで新年のこ‘祝詞を甲し上げます。皆様におかれましては、ご家族お揃いで、輝かしい新年をお迎えになられたことと存じ、

心からお慶び申し上げます。

昨年も、残念ながら各地で災害が発生し、住人の心配、苦労が絶えませんでした。が、当学区では幸いにも、火災等大きな災害もなく過こ‘すこと

が出来ました。この事は、日頃から自主防災連合会と消防分団をはじめ、地域の皆様方のこ‘協力により、 一体となって防災避難訓練等に積極的に参

加頂いて、その結果、防火防災意識の高まりにつながったものと感じております。

松ヶ崎学区では三ヵ年半に亘り無火災を達成してきましたが、昨年6月、府道（旧街道）上で走行中の自動車に火災が発生しました。他地域の車
である為、 一般的に持込火災と呼ばれております。地域内家屋等の火災ではなく幸いではありました。今後、改めて学区内の無火災を目指し、分団

員一同、一致団結して取り組んでまいります。引き続きご支援こ‘協力の程、よろしくお願い申し上げます。

松ヶ崎学区自主防災連合会 会長

中島熙泰

あけましておめでとうこ‘ざいます。皆様におかれましては、家族お揃いで希望に満ちた新しい年を迎えられました事と心よりお慶び申し上げます。

昨年の総合訓練は、雨の中での訓練になりましたが、沢山の住民の皆様に参加していただき、学区民の防災に対する関心の高さに感謝甲し上げ厚

く御礼由し上げます。

「いのちと暮らしを守る」避難所運営につなげるため、開設 ・運営の3つの基本方針を京都市の避難所運営マニアルでは設定しています。松ヶ崎
自主防災連合会としましても、各種団体の皆様方のこ‘支援とご協力を得て、安心できる避難所作りを目指したいと考えています。

昨年の総合訓練では、新たに誕生しました町内会からの参加者が、群を抜いて多く参加していただけました。町内会が

設立され、普段はこ‘近所さんの間ですが、何かあった時にはみんなで協力をし、助け合う「共助」の精神が働いたもので
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左京消防署署長

村林幹夫
新年明けましておめでとうこ‘ざいます。平成27年の輝かしい新春を御健勝でお迎えのことと，心よりお慶び申し上げます。

松ヶ崎学区の皆様におかれましては， 日頃から左京消防署が行います消防行政の推進に，深い御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて，昨年は，市内では連続放火による痛ましい火災や台風や豪雨などの自然災害による被害が発生いたしました。また，全国においても，広島

市の土砂災害，御嶽山の火山噴火，長野県北部の地震などの災害が発生し，多くの尊い生命が失われるなど甚大な被害がもたらされ，改めて地域の

皆様を守るという消防の責任の大きさを認識いたしました。

そのような中，左京消防署では，地域でこ‘活躍をいただいております左京浩防団とともに，更なる火災減少を目指し，区民の皆様方の安心安全を

守り抜くため，「住宅防火及び焼死者防止の取組の推進」 ・「あらゆる災害への対応能力の向上」 ・「応急手当の普及啓発」さらには「自ら考え行動で

きる自主防災組織づくり」などの施策を，総力を挙げて取り組んでまいりました。

本年も昨年同様，「安心 • 安全のまち」の実現に向け，地域と密着した消防と力強い消防を目指し，あらゆる施策

を通じて消防の使命達成に邁進してまいりますので，引き続きの御支援と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに当たりまして，松ヶ崎学区の今後益々のこ‘発展と，火災のないまちと災害に強いまちづくりが推進されます

ことを祈念いたしまして，新年のこ‘挨拶とさせていただきます。

松ヶ崎分団の歴史概要と諸先輩の紹介
【発足と業務の変遷】 昭和 23年9月5日、旧警防団員を 平成 7年の阪神淡路大震災を教訓に、平成 9年8月
中核にして、加茂消防団松ヶ崎分団が20名で発足。左 には大規模災害対策用機材の小型動カポンプが配備さ
京消防団松ヶ崎分団への改組は昭和25年4月。初代分 れました。平成26年には水災活動用安全チョッキが全
団長は中町にお住まいの河村市次郎が引き受けられま 員に配布されました。大規模災害時には、消防署と連携・
した。当時は消防署の人員や装備が不十分なため、建物 並行して、調査 ・i肖火 ・救助の諸活動を行なうように
火災の初期消火の任務を負っていました。百万遍から 修正が加えられつつあります。
八瀕に至る広い地域を対象としていたため、 10年間の
学区内建物火災19件に近い 17件の他学区火災の消火
に協力、昭和37年の上賀茂ケシ山の山火事には15名が
詑や鎌を持って駆けつけました。当時の浩防分団員は、
まさに非常勤の消防署員と言うべき存在であったこと
が伺われます。
その後、市域の拡張、消防署や出張所の整備が進み、
昭和35年には甲区域 0肖防車が5分以内に到着する区
域）に指定され、建物火災などでは、署員の消火作業の

同辺警備を担当するように軽減されました。一方、火災・
水災の起こりそうな場面の警備、防火設備の点検、住

民への予防広報などの多種類の定常的な業務をも担当
することになりました。

〔初代〕

河村市次郎
陀 23~28年度

〔第2代〕

森島正司
昭 29~34年度
副分団長
中角敏造他

【余談】初期の松ヶ崎分団には軍隊経験者が多かったせ

いか、行進 ・ 整列 • 敬礼動作を競う査閲コ ンテストの左
京区代表常連で、市コンテストにも度々優勝しました。
その伝統を受け継いで、その後も区内で上位を占める
ことが多く、器具庫の壁は表彰状で埋め尽くされてい
ます。
【諸先輩】発足以来67年目を迎え、その間に、 99名の
方が入団されました。現団員の26名を除く 73名の諸先
輩の名前と学区内住所を右記に謹んで掲示いたします。
初代から前任分団長に至る 10名の分団長は顔写真を併
せてこ‘紹介させていただきます。

〔第3代〕
岩崎平治
昭 35~38年度
副分団長
岩崎富雄他

（第4代〕
山田捨次郎
昭 39~58年度
副分団長
岩崎富雄他

〔第5代〕

北川助三
昭59~63 年度

副分団長
清水正一

三宅隆三郎他

〔第6代〕 〔第7代〕 〔第8代〕 （第9代〕 〔第 10代〕

三宅秀典 河村種男 島浩之 三宅照男 藤井照夫
平 1~6年度 平ワ ~1 1年度 平 1 2~19年度 平20, 2 1年度 平22. 2 3年度
副分団長 副分団長 副分団長 副分団長 副分団長
古村震治 島浩之 中島熙泰 保科政徳 佐橋学

安東繁夫他 岩崎文夫他 山本司郎他 高尾菅二 他 小柳憲治他

分団長芝山宗昭

副分団長西郡藤夫（総務担当）

副分団長北川 憲一（予防担当）

副分団長河村栄二 （警防担当）

副分団長蒔田桂三 （教育担当）

E 「北東 ・東方面担当」 E夏国] 叩• 南方面担当」 E墨国] 「北西 • 西方面担当」
部長 三 宅 勝（総務副担当） 部長宇佐美賢一（教育副担当） 部長京極康生（警防副担当）

部長 樋口晶弘（予防副担当） 部長 三 宅祥文（警防副担当） 班長梅沖康正

班長 山 田徹 班長卯野貴也 班長矢野博敏

班長山田勉 団員 藤井照夫 団員 佐橋学

団員高靖敏 団員島 内研 団員 木村宏章

団員山田信雄 団員オ津和範 団員半井達弥

団員白井圭一郎 団員板垣晋 団員今西謙介

平成 27年 l月現在 26名［敬称略l 【団員の移動 ・退団】白井圭一郎／平成 27年度京都市職員消防職となるため 3月末退団予定。
難関の採用試験合格おめでとうございます。ご苦労様でした。

[
[
-〗一[-[
―
[-[
-
B-[―[- [[―[-[-[ -
〗
一
[
―
[
-
[
-
[
〗
-
[
-

[-[-[-〗
〗一[-
[

-〗＿]一[[
一
[

-[-[
〗一 [

-
[


	2015年１月決表
	2015年１月決裏.pdf

